
組組合合員員のの団団結結とと結結集集でで
更更ななるる組組織織増増勢勢をを

は
じ
め
に
、
寺
田
副
委
員
長

に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
組
合
員
に
黙
と
う
を
捧
げ

た
後
、
大
会
諸
役
員
の
選
出
が

あ
り
、
里
資
格
審
査
委
員
長
の

報
告
を
受
け
て
、
大
会
の
成
立

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
長
に
は
、
浦
上
西
支

部
の
木
下
代
議
員
と
大
浦
支
部

の
寺
田
代
議
員
を
選
出
。

本
部
執
行
部
を
代
表
し
て
、

舩
津
執
行
委
員
長
は
、「
皆
さ

ま
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
て
三
年

連
続
の
組
織
純
増
で
大
会
を
迎

え
る
事
が
で
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
建
設
産
業
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
大
企
業
は
景
気
好
況

で
あ
り
ま
す
が
、
現
場
で
働
く

建
設
労
働
者
に
は
、
そ
の
実
感

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
担
い

手
不
足
等
ま
す
ま
す
厳
し
い
環

境
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
組
合

と
し
て
様
々
な
活
動
の
充
実
、

魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
」
ま
た
「
来

春
の
統
一
自
治
体
選
挙
の
推
薦

候
補
者
の
必
勝
に
つ
い
て
も
併

せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
労
働
団
体
、

各
政
党
、
九
州
各
県
連
の
方
々

に
参
加
頂
き
、
代
表
し
て
四
名

の
方
よ
り
連
帯
と
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

全
建
総
連
の
田
口
書
記
次
長

か
ら
は
、
全
国
の
仲
間
の
情
勢

と
、
現
在
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
な
ど
交
え
て

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し

た
。各

種
表
彰
で
は
、
組
織
対
策

で
年
間
拡
大
目
標
・
年
間
純
増

を
達
成
し
、
三
年
連
続
純
増
の

大
き
な
力
と
な
っ
た
支
部
が
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
九
年

度
活
動
経
過
報
告
と
会
計
決
算

報
告
、
平
成
三
十
年
度
運
動
方

針
案
、
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

執
行
部
よ
り
提
案
し
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
田
中
選
挙

管
理
委
員

長
よ
り
平

成
三
十
年

度
役
員
に

つ
い
て
提

案
が
な
さ

れ
、
舩
津

執
行
委
員

長
の
再
任

な
ど
五
二

名
の
新
役

員
が
、
全

員
の
拍
手

で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
議
長
よ
り
十

二
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読
み

上
げ
ら
れ
出
席
者
全
員
の
拍
手

で
採
択
。

続
い
て
、
村
上
青
年
部
長

よ
り
組
織
を
増
や
す
運
動
で

は
四
〇
〇
名
の
仲
間
を
拡
大

す
る
こ
と
を
目
標
に
「
本
大

会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
に

則
し
て
全
力
で
推
進
す
る
」

と
大
会
宣
言
を
声
高
ら
か
に

読
み
上
げ
ま
し
た
。

最
後
に
、
伊
藤
副
委
員
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
、
舩
津
執
行

委
員
長
の
力
強
い
発
声
で
「
団

結
頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
て
、

新
年
度
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
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来
賓
紹
介

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

全
建
総
連

書
記
次
長

田
口

正
俊

全
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

副
執
行
委
員
長

石
橋

和
義

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

執
行
委
員
長

有
村

雄
治

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

小
林

博
文

連
合
長
崎

会
長

宮
﨑

辰
弥

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

議
長

松
田

圭
治

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議

議
長

小
宮

伸
二

長
崎
県
中
連
懇
話
会

事
務
局
長

川
田

隆
往

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部

県
本
部
長

森
田

孝
徳

全
労
済
長
崎
県
本
部

本
部
長

森

光
一

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

松
尾

清
弘

長
崎
県
教
職
員
組
合

書
記
長

上
原

貴
之

長
崎
県
教
職
員
組
合

堤

典
子

国
民
民
主
党
長
崎
県
総
支
部
代
表
代
行

衆
議
院
議
員

西
岡

秀
子

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
代
表

長
崎
県
議
会
議
員

吉
村

庄
二

長
崎
県
議
会
議
員

山
田

博
司

長
崎
県
議
会
議
員

坂
本

浩

長
崎
市
議
会
議
員

野
口

達
也

長
崎
市
議
会
議
員

池
田

章
子

佐
世
保
市
議
会
議
員

山
下

隆
良

大
村
市
議
会
議
員

村
上

信
行

島
原
市
議
会
議
員

草
野

勝
義

長
与
町
議
会
議
員

安
部

都

建
設
長
崎

元
執
行
委
員
長

前
田

富
雄

連合長崎会長
宮﨑 辰弥氏

長崎県議会議員
吉村 庄二氏

衆議院議員
西岡 秀子氏

全建総連書記次長
田口 正俊氏

建
設
長
崎
は
七
月
十
五
日
に
長
崎
新
聞
社
ア
ス

ト
ピ
ア
で
第
七
十
三
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
各
支
部
よ
り
選
出
さ
れ
た
組
合
代
議
員
、
来

賓
、
本
部
役
員
、
書
記
局
の
二
三
三
名
が
参
加
。

「
組
合
員
の
団
結
と
結
集
で
組
織
増
勢
を
図
り
魅

力
あ
る
建
設
産
業
を
目
指
そ
う
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
組
織
対
策
・
仕
事
確
保
な
ど

諸
課
題
へ
の
運
動
方
針
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

第73回
定期大会

魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
あああああああああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ののののののののののののののののののののののの

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
ををををををををををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
ううううううううううううううううううううううう
‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼

―
建
設
技
能
者
の
豊
か
な
生
活
を
築
く
た
め
に
―

大
会
出
席
者
数

代
議
員

一
一
六
名

執
行
部

四
九
名

書
記
局

四
二
名

来
賓

二
六
名

合
計

二
三
三
名
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執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

労
働
条
件
改
善
・
組
織
拡
大
を
図
ろ
う
！

本
日
は
各
地
よ
り
ご
参
集
い

た
だ
き
ま
し
た
代
議
員
、
役
員
、

全
建
総
連
を
は
じ
め
、
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
賜
り

ま
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。先

般
六
日
か
ら
降
り
続
い
た

豪
雨
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
西
日

本
の
広
範
囲
に
渡
っ
て
お
り
ま

す
け
ど
死
者
を
出
す
甚
大
な
被

害
が
出
ま
し
た
。
今
ま
だ
救
出

活
動
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
ご
冥

福
と
お
見
舞
い
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
二
月
に
、

長
崎
県
と
全
木
協
、
こ
れ
は
全

建
総
連
が
加
盟
し
て
お
る
わ
け

で
す
が
、
災
害
協
定
を
締
結
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
仮
に
災

害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
労
働
契

約
に
基
づ
い
て
応
急
仮
設
木
造

住
宅
の
建
設
に
、
取
り
組
ん
で

い
く
と
い
う
事
で
今
後
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
国
外
情
勢
・
非
核
化
に
つ

い
て
、
南
北
朝
鮮
は
六
月
に
首

脳
会
談
を
開
催
し
、
初
の
米
朝

首
脳
会
談
が
実
現
し
ま
し
た
。

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
向
け
た

合
同
宣
言
も
発
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
確
実
に
非
核
化
が
進
む
こ

と
を
私
た
ち
は
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

○
国
内
の
景
気
で
あ
り
ま
す

が
、
円
高
、
株
高
等
で
大
企
業

や
輸
出
関
連
企
業
は
実
に
健
闘

が
続
い
て
い
ま
す
。
只
、
私
た

ち
に
景
気
の
実
感
が
あ
る
か
と

い
う
事
で
あ
れ
ば
、
実
は
個
人

消
費
が
ほ
と
ん
ど
低
調
な
伸
び

と
い
う
事
で
、
景
気
拡
大
の
実

感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
建
設
業
の
関
係
で
あ
り
ま

す
が
、
今
、
担
い
手
不
足
と
言

う
の
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
国
交
省
は
こ
う

い
っ
た
課
題
に
対
し
て
、
建
設

労
働
者
の
確
保
と
処
遇
改
善
に

向
け
て
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
を
六
年
間
で
四
三
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
只
、
重
層
下
請
け

の
中
で
働
く
建
設
労
働
者
、
実

は
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
い
な
い

と
い
う
の
が
実
情
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
職
域
で

あ
り
ま
す
町
場
の
賃
金
や
単
価

に
も
反
映
し
て
こ
な
い
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
、
九
州
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
、

ゼ
ネ
コ
ン
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
等

に
賃
金
の
適
正
化
、
法
定
福
利

費
の
確
保
、
労
働
条
件
の
改
善

に
向
け
て
要
請
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
衆
議
院
選
挙
で
は
、
昨
年

十
月
に
行
わ
れ
、
結
果
的
に
安

倍
一
強
体
制
を
崩
す
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
倍
政
権

は
衆
参
で
三
分
の
二
以
上
の
議

席
を
背
景
と
し
て
強
引
な
国
会

運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。
来
春

行
わ
れ
ま
す
統
一
自
治
体
選
挙
、

来
年
の
七
月
に
行
わ
れ
ま
す
参

議
院
選
挙
、
是
非
と
も
こ
の
流

れ
を
断
ち
切
る
た
め
に
も
、
勝

利
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
組
合

員
皆
様
の
一
致
団
結
し
た
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
組
織
拡
大
に
つ
き
ま
し
て

は
、
皆
様
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま

し
て
、
年
間
拡
大
目
標
の
四
〇

〇
名
を
達
成
す
る
事
が
で
き
、

三
年
連
続
の
純
増
で
今
大
会
を

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
皆
様
方

の
ご
協
力
・
ご
支
援
の
賜
物
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
組

織
の
拡
大
・
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
賃
金
・
仕
事
確
保
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ゼ
ネ
コ

ン
・
住
宅
メ
ー
カ
ー
へ
の
要
請

を
は
じ
め
、
県
や
自
治
体
等
に

私
た
ち
の
職
域
で
あ
り
ま
す
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継
続
・

拡
充
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
昨

年
は
、
長
崎
県
が
三
世
代
同
居

近
居
の
助
成
制
度
や
、
八
市
町

村
で
、
独
自
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
継
続
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
要
請
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

○
国
保
の
予
算
要
求
の
取
り

組
み
で
す
が
、
総
額
は
減
り
ま

し
た
が
、
一
人
当
た
り
の
医
療

費
の
伸
び
に
対
す
る
補
助
金
と

い
う
の
は
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

増
と
い
う
事
で
、
総
額
二
八
七

六
億
二
千
万
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
皆
様
方
が
毎
年

書
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
の
成
果
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年
に

向
け
た
年
末
の
予
算
要
求
ハ

ガ
キ
、
改
め
て
お
願
い
を
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
全
建
総
連
で
は
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
制
度
を

登
録
申
請
に
向
け
て
進
め
て

い
ま
す
。
組
合
も
こ
の
シ
ス

テ
ム
で
技
能
労
働
者
の
育
成
、

技
能
評
価
、
処
遇
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
組
合
と
し
て
も
、
登
録
申
請

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
建
設

産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変

担
い
手
不
足
等
で
厳
し
い
環
境

が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

ま
で
以
上
に
諸
活
動
の
充
実
、

魅
力
あ
る
組
合
作
り
、
そ
し
て

組
織
強
化
、
拡
大
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
組
合
員
皆
様
方
の
力
強

い
お
力
添
え
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

⑴ 組織の力を結集し、年間400名の拡大目標を達成
しよう。

⑵ 組合員宅を訪問し、内部強化を図ろう。
⑶ 青年部の育成と主婦会の親睦を図り、家族ぐるみ
の運動に発展させよう。

⑷ 住宅リフォーム助成事業の活用で職域確保を目指
そう。

⑸ 法定福利費を確保し、賃金引き上げと労働条件の
改善を図ろう。

⑹ 技術の研鑚と資格取得を推進し、技能労働者の地
位向上に活かそう。

⑺ 長建国保の国庫補助金を現行水準で確保し、生命
と健康を守ろう。

⑻ 助け合い共済の健全運営で、福祉共済の充実を図
ろう。

⑼ 安全意識の強化を図り、労働災害と労災隠しを撲
滅しよう。

⑽ 大衆増税に反対し、納税者の権利を確立しよう。
⑾ 統一自治体選挙、参議院選挙に勝利し、平和と民
主主義を守ろう。

⑿ 機関紙「建設長崎」をみんなが読む新聞にしよう。

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会

工
藤
政
志
郎

岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

髙
橋
清
一
郎

（
一
社
）宮
城
県
建
設
職
組
合
連
合
会

池
田

康
明

秋
田
建
築
労
働
組
合佐

々
木
澄
夫

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

佐
藤

四
男

福
島
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

清
水

恵
蔵

茨
城
県
建
築
連
合
会中

野

進

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会

森
田

良
雄

建
設
埼
玉

中
村

正
雄

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

齊
藤

顕

全
建
総
連
千
葉
県
連
合
会

鈴
木

友
則

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合

鈴
木

徳
男

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会

菅
原

良
和

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

仲
野

和
則

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会

中
村

春
彦

新
潟
県
建
設
ユ
ニ
オ
ン

浅
野

文
英

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

中
山

栄
治

全
建
総
連
岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本
部

松
浦

鐘
利

全
建
総
連
静
岡
県
建
設
労
働
組
合

志
賀

政
和

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会

尾
崎

立
司

全
愛
知
建
設
労
働
組
合

大
澤

悟

三
重
県
建
設
労
働
組
合

杣
川

光
孝

全
京
都
建
築
労
働
組
合

吉
岡

徹

大
阪
建
設
労
働
組
合関

谷

英
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

貴
田

博
明

奈
良
県
建
築
労
働
組
合

中

巌
奈
良
県
建
設
業
振
興
会

栗
山

司

和
歌
山
建
設
労
働
組
合

坂
本

和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会池

田

勝
美

一
般
社
団
法
人
島
根
県
建
築
組
合
連
合
会

今
明

稔
英

岡
山
県
建
設
労
働
組
合

木
下

敏
彦

広
島
県
建
設
労
働
組
合

岩
田

忠
二

建
設
山
口

吉
村

修

徳
島
県
建
設
労
働
組
合

吉
岡

孝
男

フ
レ
ッ
セ

大
地

均

香
川
県
建
設
労
働
組
合

中
西

孝
司

愛
媛
県
建
設
労
働
組
合

石
川

豊
明

高
知
県
建
設
労
働
組
合

西
岡

良
介

熊
本
県
建
築
労
働
組
合

木
村

正

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

西

友
三
郎

長
崎
県
議
会
議
員西

川

克
己

長
崎
市
市
長

田
上

富
久

諫
早
市
市
長

宮
本

明
雄

大
村
市
市
長

園
田

裕
史

島
原
市
市
長

古
川
隆
三
郎

南
島
原
市
市
長

松
本

政
博

雲
仙
市
市
長

金
澤
秀
三
郎

佐
世
保
市
市
長

朝
長

則
男

平
戸
市
市
長

黒
田

成
彦

西
海
市
議
会
議
員清

水

正
明

時
津
町
町
長

吉
田

義
德

長
与
町
町
長

吉
田

愼
一

大会諸役員
（敬称略）

第73回定期大会スローガン

舩津 栄市 氏
木下 広次（浦上西）

井関 一幸（中央・大浦支部担当）

●大会運営委員長兼
資格審査委員長

里 雄二郎

寺田 郁実（大浦）

西田 光孝（北松・平戸支部担当）

●選挙管理委員長●

田中 秀則

●大会書記●

●大会議長●
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私たちは本日、建設長崎第73回定
期大会を開催し、新年度の運動方針
として組織の強化と拡大、仕事確保
で生活を守り、技能労働者の地位の
向上を目指し、社会保障を拡充させ、
労働災害の撲滅を中心とした取り組みを決定した。
国土交通省は公共工事設計労務単価を6年連続で引
き上げているが、現場で働く労働者まで浸透していな
いのが現状である。
国や建設業界は若年入職者の減少と高齢化が進んで
いる事を踏まえ、将来の担い手確保と生産性の向上を
施策として社会保険未加入対策の強化、建設キャリア
アップシステムの導入、週休二日制の実施と長時間労
働の是正等、技能労働者の処遇改善を進めているが現
状は厳しいものがある。
安倍政権は、円安・株高による大企業の大幅な収益
向上や景気拡大をアベノミクスの成果と強調している
が、個人消費は依然として足踏み状態で、中小企業や
現場で働く私たちには景気回復の実感はなく、仕事と
生活は依然きびしいままである。
私たちが要望してきた住宅リフォーム助成制度は仕
事確保につながり、大きな経済波及効果をもたらして
いる。今後も県下各自治体に住宅リフォーム助成制度
の創設・拡充を要請し、地域に根ざした地元工務店の
受注機会と適正価格の回復で若手技能後継者が育つ賃
金・労働条件の環境づくりをめざしていかねばならな
い。そのためにも、来春実施される統一自治体選挙に
勝利しなければならない。
そして、私たちの生命と健康を守る建設国保は、建
設労働者にとって最も適した健康保険として、建設国
保の育成強化を求める運動を推進してきた。
私たちは建設国保の現行補助水準の獲得と医療保険
制度の一元化に反対し、全国の仲間と共に建設国保を
守る運動に全力で取り組んでいく。
組織を増やす運動では400名の仲間を拡大する事を
目標に、「組合員の団結と結集で組織増勢を図り魅力
ある建設産業を目指そう！」をメインスローガンとし
て、本大会で決定した運動方針に則って全力で推進す
ることを宣言する。
平成30年7月15日

長崎県建設産業労働組合第73回定期大会

退
任
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た

平
成
３０
年
度

新
本
部
役
員
紹
介

大 会 宣 言

役
職
名

氏

名

出
身
支
部

職

種

執
行
委
員
長

舩

津

栄

市

市

南

専

従

副
執
行
委
員
長

田

上

一

郎

浦

上

西

専

従

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

東

長

崎

大

工

副
執
行
委
員
長

田

中

秀

則

浦

上

東

左

官
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執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

平

戸

大

工

副
執
行
委
員
長

伊

藤

一

廣

大

村

大

工

書

記

長

石

田

哲

雄

浦

上

西

専

従

書
記
次
長

西

平

博

之

浦

上

西

専

従

◎
特
別
職
役
員

佐

藤

圭

介

浦

上

東

専

従

執
行
委
員

若

杉

孝

雄

中

央

専

従

執
行
委
員

大

賀

修

司

東

長

崎

専

従

◎
執
行
委
員

池

田

剛

浦

上

東

専

従

執
行
委
員

本

多

常

秋

中

央

型
枠
大
工

執
行
委
員

馬

渡

鉄

洋

中

央

大

工
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行
委
員

北

村

五

男

大

浦

左

官

執
行
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員

平
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大

浦

大

工
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行
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工
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員

山
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鳶

工

執
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員

里

澄

宏

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

山

村

篤

司

東

長

崎

大

工
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行
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村

岡

広

明

浦
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西

左

官
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員

佐

藤

昭

彦
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上
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工
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田

崎
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工
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官
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工
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工
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員

福
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治

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

須

藤

輝

久

北

松

大

工
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行
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員

近

藤

力

也

北

松

大

工
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行
委
員

岡

田

眞

平

戸

大

工

執
行
委
員
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志

平

戸

土
木
工

会
計
監
査

平

出

壽

夫

浦

上

西

設
計
士

会
計
監
査

中

村

太

司

諫

早

大

工

会
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監
査

大

庭

真

八

佐
世
保
東

設
計
士

執
行
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員
待
遇

村

上

昌

也

諫

早

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

方

山

栄

治

大

浦

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

馬

場

ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

山

形

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

渕

上

武

司

佐
世
保
中
央

専

従

特
別
執
行
委
員

小

野

猛

範

佐
世
保
東

専

従
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特
別
執
行
委
員

井

関

一

幸

中

央

専

従

（敬称略）◎各 種 表 彰◎

組織拡大功労者
年間5名以上の未加入仲間を�
�

�
�紹介した方

○
浦
上
西
支
部

狩
野

武
彦
さ
ん

6
名
紹
介

○
浦
上
西
支
部

下
川

孝
貴
さ
ん

5
名
紹
介

○
諫
早
支
部

立
川

輝
晃
さ
ん

8
名
紹
介

○
諫
早
支
部

寺
山

和
雪
さ
ん

6
名
紹
介

○
諫
早
支
部

山
口

浩
二
さ
ん

5
名
紹
介

執行委員
池田 剛

執行委員
本田 英樹

（佐世保中央支部）

特別職役員
佐藤 圭介

塚本 芳美
（佐世保中央支部）

前支部長

平成30年度 建設長崎本部役員名簿

年間拡大目標を達成し、
組織純増した支部

▲
大
村
支
部

年
間
純
増
3
名

▲
佐
世
保
北
支
部

年
間
純
増
7
名

▲
浦
上
西
支
部

年
間
純
増
11
名

▲
島
原
支
部

年
間
純
増
12
名

▲
諫
早
支
部

年
間
純
増
33
名

▲
西
彼
支
部

年
間
純
増
2
名

年間組織純増した支部

◎新任

▲
中
央
支
部

年
間
純
増
1
名

▲
浦
上
東
支
部

年
間
純
増
3
名

▲
北
松
支
部

年
間
純
増
5
名

年間拡大目標を
達成した支部

▲市南支部

村上青年部長
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第73回 定期大会に参加して
有意義な大会だった

今回久しぶりに大会に参加し
ました。
前回参加したときは、質疑な
どもなく、スムーズに終わった
記憶があります。七十三回定期
大会は質疑などが出て、時間も
押した。でも、これが本当なの
だなと思いました。有意義な大
会だったと思います。
私も自分が出来ることを頑張
ります！

青年部の一員として活動に協力を
青年部の一員として、今年も
大会に参加させて頂きました。
毎年思うことですが、若い方の
参加者が少ないように感じられ
ました。組合を引っ張っていけ
るよう、活動等に協力していこ
うと思います。
また、私事で恐縮ですが青年
技能競技大会に長崎の代表とし
て出場します。激励の言葉も頂
きましたので、悔いの残らない
ように頑張りたいと思います。

組織の重大さを再確認
今回定期大会に参加して、建
設業界を取り巻く情勢の中、仕
事確保対策についても説明があ
り、大変勉強になりました。
また、建設長崎の運動方針、
活動経過報告、決算報告を密に
確認できる大会でした。そして
組織の重大さに改めて痛感いた
しました。
今後も、組合員として微力で
はありますが活動に協力してい
きたいと思います。

組合員の皆様の役に立ちたい
大会に参加させていただいた
ことで、組合員さんの直接の意
見を聞くことができ、建設業の
現状や、組合の活動に真剣に取
り組んでいることを改めて実感
しました。
組合員の皆様の役に立てるよ
う尽力していきます。

組織の活動に貢献したい
今回、初めて定期大会に参加
させていただき、組織としての
活動や、収支の状況など、大変
勉強になりました。
今回、承認を得られた運動方
針を改めて熟読して、今後の業
務を進めていきたいと思います。
私は、昨年七月より長建国保
にて業務を行っております。早
く名前を覚えてもらえるよう、
組織の活動に貢献したいと思い
ます。

佐世保東支部
田中 光輝

積極的に支部活動に参加
今回大会に参加させて頂き、
また、代議員からの多くの質問
や意見を聞く事が出来、大変勉
強になりました。更なる組織拡
大、仕事確保、若手育成等、近
後も積極的に支部活動に参加し
ていきたいと思います。

仲間を増やすため頑張りたい
県内各地より多くの仲間が集
まり、組織が結集して頑張って
る姿を目にしました。私も仲間
を増やすため、もっと頑張ろう
と思いました。

活動に積極的に参加していこう
今回、初めて定期大会に参加
させていただきました。組合員
の皆様の色々な意見を聞くこと
ができ、大変勉強になりました。
今後は、活動にも積極的に参
加していこうと思います。

組合活動を見直すいい経験に
初めて定期大会に参加して、
人数の多さ・組織の大きさにま
ず驚きました。内容も質問も多
数あり、実のある大会でした。
また、組合活動を見直すこと
ができ、いい経験をさせてもら
いました。

充実した大会でした
久しぶりに定期大会に参加し
ました。昔と違い一日だけの開
催でしたが、活発な意見が飛び
交う充実した大会でした。厳し
い意見も多かったので、新執行
部には気を引き締めて頑張って
頂きたいです。

働きやすい環境作りの為の要望を
私はこれまでに幾度も定期大
会へ参加しています。
今回は、平和運動について質
問があり、改めて平和について
考える大会となりました。又、
仕事確保の件で茨城の組合のよ
うに、助成金や固定資産税の減
額などを要望し、組合員の働き
やすい環境作りに励んで頂きた
いと思います。

若者が入職できる環境を
今年は大雨災害や気温の高い
中での大会でした。
役員・組合員の貴重な意見が
たくさんあり、これから若い職
人が入職出来るような職場環境
の見直しや、定着するような働
き方を皆で進められていけばい
いなと思いました。
暑い中一日お疲れ様でした。

決意を新たに
昨年までは、本部執行委員と
して大会運営に参加しており、
今回は代議員としての参加とな
りました。立場は違えども、今
の建設業界・組合の抱える問題
は共通するもの。微力ではあれ
ど、組合や支部の運動推進に、
まだまだ参加し盛り上げて行き
たいと決意を新たにした大会参
加となりました。

大会議長の大役いい経験に
今回、大会議長という大役を
務めることになり「果たして自
分に出来るのか」という気持ち
がありました。議長席では終始
緊張の中、慣れない事の連続で
スムースな進行が出来たのか疑
問ではありますが、とてもいい
経験をさせて頂く事ができたと
思います。最後には皆さんから
労いの言葉まで頂きありがとう
ございました。

若い組合員が参加しやすい環境作りを
これまでも何回か定期大会に
参加しましたが、今回も代議員
の皆様から非常に活発な意見が
いくつも出されて、とても勉強
になり有意義な大会となりまし
た。
特に私も支部の青年部の活動
に参加しているので、若い組合
員が組合活動へ参加しやすい環
境作りをするというのは、今後
の組合全体の活動を進めていく
うえで非常に重要ではないかと
感じました。

建設業への人材確保へ取り組みを
私は建具工をしていますが、
組織の年齢別資料集を見て十代
から二十代の職人がいないこと
に驚きました。他の職種でも若
い職人がいないことを知り、改
めて建設業への若手入職者が減
少していることを実感しました。
今後の建設業への人材確保を、
組合に力を入れて取り組んで頂
きたいと思います。

今後も活動に協力していきたい
今回定期大会に参加して、建
設業界が人手不足になり、十代
や二十代の入職者が考えていた
以上に減少している事に驚きま
した。
大会自体は参加者の熱気が凄
く様々な意見が出ており、勉強
になりました。今後も、組合員
として活動に協力していきたい
と思います。

浦上東支部
大原 和夫

中央支部
内野 幸雄

大浦支部
寺田 郁実

浦上西支部
浦川 拓也

市南支部
篠原 孝弘

東長崎支部
若杉 隆

西彼支部
道平 政文

諫早支部
本田 将之

大村支部
高坂 春巳

島原支部
岩本 光吉

佐世保中央支部
財部 眞勝

佐世保北支部
松山 新二

北松支部
山下 政樹

平戸支部
林 博光

書記局
朝長 文佳

書記局
田添 慎治

（敬称略）

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第638号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）8月15日発行



《お申込みのお願い》
巡回健診のお申込みは
準備の都合上、実施日
の２週間前までに組合
へお願いします。
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■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
健診会場（予定）

平戸文化センター
建設長崎大村支部事務所
建設技能会館（組合本部）
島原文化会館
佐世保技能会館
時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成30年9月2日㈰
平成30年9月9日㈰
平成30年9月30日㈰
平成30年10月28日㈰
平成30年11月18日㈰
平成30年12月2日㈰

平
成
三
十
一
年
度
国
保
組
合
予
算
確
保
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

一
万
六
千
七
百
五
十
四
通

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
保
組
合
の
補
助
金
を
め
ぐ

る
情
勢
が
不
透
明
な
中
、
長
建

国
保
に
対
す
る
現
行
補
助
水
準

の
維
持
に
向
け
組
合
で
組
合

員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要

請
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

所
、
一
万
六
千
七
百
五
十
四
通

の
要
請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
全
十
五
支
部

が
組
織
数
の
二
・
五
倍
と
い
う

目
標
を
達
成
し
、
中
で
も
佐
世

保
北
支
部
は
組
織
数
の
約
三
・

四
倍
を
達
成
し
、
取
り
組
み
に

対
す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
全
体
で
も
割
当
の

百
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
取
り

組
み
が
出
来
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し

た
。今

回
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
頂
い
た

組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

巡回健診のご案内
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診断を
開催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康チェック
としてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成30年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方（同
日現在の加入者で平成31年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国保の特定
健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診することが出
来ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週間
前までに組合支部窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので必ずご
確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検査項
目申込者のみ）、検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿
蛋白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検査、腎
機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・聴力

会 場
卸団地組合会館

小佐々支所

崎辺地区公民館

田尻地区公民館

森山保健センター

シーハット大村文化棟

松原出張所

福重出張所

竹松出張所

中地区公民館

大島農村勤労福祉センター

西海保健センター

大瀬戸保健センター

西彼保健福祉センター

西彼保健福祉センター

若松支所

若松支所

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

有川文化センター

浦桑生活館

奈良尾保健センター

日 時
9：00～14：00

9：00～14：00

9：00～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

9：00～10：30
13：00～14：30
17：00～19：00

9：00～10：30

13：00～14：30

9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
7：00～10：00
11：00～12：00
7：00～10：00
11：00～12：00
7：00～10：00
11：00～12：00
7：00～10：00
11：00～12：00
7：00～10：00
11：00～12：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
11：00～11：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
11：00～11：30
13：30～14：00
8：00～8：30
9：00～9：30
10：00～10：30
11：00～11：30

11月22日㈭

11月26日㈪

11月30日㈮

10月16日㈫

10月22日㈪

11月14日㈬

11月15日㈭

11月16日㈮

11月17日㈯

10月6日㈯

10月7日㈰

10月14日㈰

10月28日㈰

10月29日㈪

10月1日㈪

10月2日㈫

10月3日㈬

10月4日㈭

10月5日㈮

10月9日㈫

10月10日㈬

10月11日㈭

10月12日㈮

10月13日㈯

佐世保市

諫早市

大村市

西海市

新上五島町

会 場
上対馬総合センター

琴住民センター

上県町地域福祉センター

上県町ふれあいプラザ

仁田中学校体育館

峰地区公民館

中対馬開発センター

豊玉町保健センター

豆酘小学校体育館

久根保健福祉館

対馬市総合福祉保健センター
（美津島保健センター）

阿連小学校体育館

金田小学校体育館

ありあけ会館

時津町コスモス会館

時津町コスモス会館

健康センター

健康センター

木場農事研修施設

農村環境改善センター

坂本コミュニティセンター

総合会館保健センター

総合会館保健センター

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

農村環境改善センター

総合文化会館

日 時
7：00～8：00

10：00～11：00

7：00～8：00

10：00～11：00

7：00～8：00

10：00～11：30

7：00～10：30

7：00～10：30

7：00～8：00

10：00～10：30

7：00～10：30

7：00～8：00

10：00～11：00

7：00～9：30

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～12：00

8：30～12：00

8：30～10：30

13：15～15：00

8：30～10：30

13：15～15：00

8：30～11：00
13：15～14：30

8：30～10：00

8：30～10：00

8：30～10：00

8：30～10：00

8：00～10：00
13：00～14：30
8：00～10：00
13：00～14：30

10月20日㈯

10月21日㈰

10月22日㈪

10月23日㈫

10月24日㈬

10月25日㈭

10月26日㈮

10月27日㈯

10月28日㈰

11月9日㈮

11月10日㈯

11月9日㈮

11月10日㈯

11月1日㈭

11月2日㈮

11月4日㈰

10月10日㈬

10月11日㈭

10月12日㈮

10月13日㈯

11月7日㈬

11月8・9日

対馬市

時津町

長与町

東彼杵町

川棚町

波佐見町

会 場
総合地域施設（宮崎集会所）

三和木場自治公民館

為石地区公民館

晴海台地区ふれあいセンター

北公民館（チトセピア3階）

健康づくりセンター

長崎市民会館 地下1階
（文化ホール入口側）

日見地区公民館

南公民館

新戸町公民館

山里地区ふれあいセンター

滑石公民館

小榊会館

式見地区ふれあいセンター

ダイヤランドふれあいセンター

広田地区公民館

西地区公民館

中央保健福祉センター6F

JAながさき西海北部中央支店

大野地区公民館

鹿町地区公民館

早岐地区公民館

中央保健福祉センター6F

小佐々支所

吉井活性化センター

中央保健福祉センター6F

日宇体育室

江迎地区公民館

相浦地区公民館

中里皆瀬地区文化ホール

中央保健福祉センター6F

大野地区公民館

日 時
9：30～11：00

13：30～15：00

9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00

9：30～11：00

9：30～11：00

13：30～15：00

9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00

9：00～11：00

13：30～15：00

9：00～11：00
13：30～14：30

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～14：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

10月1日㈪

10月2日㈫

10月3日㈬

10月4日㈭

10月9日㈫

10月11日㈭

10月12日㈮

10月15日㈪

10月24日㈬

10月25日㈭

10月26日㈮

10月31日㈬

10月5日㈮

10月10日㈬

10月14日㈰

10月17日㈬

10月18日㈭

10月19日㈮

10月21日㈰

10月23日㈫

10月29日㈪

11月4日㈰

11月5日㈪

11月7日㈬

11月9日㈮

11月12日㈪

11月13日㈫

11月18日㈰

11月19日㈪

長崎市

佐世保市

組合の特定健診は、組合指定の医療機関や巡回健診の他
に、県内各市町が実施する特定健診（集団健診）でも受診
することができます。今回、下記の通り実施されますので
お住まいの地域で実施される集団健診もぜひご利用下さい。

平成30年度長崎県内市町実施特定健診
【集団健診】日程表《10月～11月》
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建設長崎大運動会
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（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

第
六
回
定
期
総
会

増改築相談員は、住宅の増改築・模様替え・修繕等（リフォーム）を実
施する予定の消費者が、安心して相談できる体制を整備するため、さらに
住宅リフォームの普及を促進し、居住水準の向上に資することを目的に設
けられています。建築業界では、新築工事が減少して増改築工事（リフォー
ム工事）が増えており、全建総連でも全リ協（全建総連リフォーム協会）
を設立するなど増改築の仕事確保を進めています。
増改築相談員は、5年に一度の更新制度を伴った研修会を受講し考査に

合格した人に対して、「増改築相談員登録証」、「増改築相談員登録カード」
が交付され、財団法人住宅リフォーム紛争処理センターに登録されます。

1．日時：平成30年11月18日㈰
〔新規〕 午前9時受付 午前9時30分～午後5時30分
〔更新・再登録〕 午後1時50分受付 午後2時～午後5時30分

2．会場：「時津町北部コミュニティーセンター」
西彼杵郡時津町日並1317－1 TEL 095－881－7312

3．申し込み
「受講申込書兼登録申請書」に必要事項を記入して、必ず受講料と顔
写真を添えて、支部事務所に提出して下さい。
○受講料（テキスト・登録料込）
（新規）17，000円、（更新・再登録）13，000円

○顔写真1枚（4．5cm×3．5cm）
※申込み手続き完了後は、申込みの取消及び受講料の返金は不可。

4．申し込み受付：平成30年10月1日㈪～10月26日㈮
5．受講資格・対象者

（新 規）住宅の新築又はリフォーム工事の実務経験10年以上の方
（更 新）前回、受講されて有効期限が平成31年3月31日の方
（再登録）有効期限が満了して2年以内の方

（有効期限29年3月31日及び30年3月31日）
※増改築相談員（前回、平成25年11月に組合で受講された方）には、
更新研修会受講の案内を送付します。

役員改選 北村会長の再任が決定
協
会
は
、
平
成
三
十
年
七
月

二
十
日
㈮
、
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ

ル
長
崎
に
お
い
て
第
六
回
「
定

期
総
会
」
を
開
催
。

冒
頭
、
平
出
副
会
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
、
北
村
会
長
は
、

「
新
年
度
も
県
・
市
・
町
に
安

定
し
た
公
共
工
事
の
維
持
と
持

続
的
な
予
算
の
要
請
と
三
世
代

同
居
・
近
居
促
進
事
業
、
市
町

単
独
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
継
続
拡
充
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。ま
た
、リ
フ
ォ
ー

ム
協
会
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
登
録
、
住
宅
の

省
エ
ネ
等
必
要
な
学
習
会
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と

し
て
、
長
崎
県
土
木
部
の
髙
宮

茂
隆
参
事
監
及
び
長
崎
県
建
設

産
業
団
体
連
合
会
の
山
下
和
孝

専
務
理
事
に
、
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
九
年

度
の
事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出

決
算
報
告
。
ま
た
、
平
成
三
十

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
歳

入
歳
出
予
算
（
案
）
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
改
選
で
は
、
北
村
会
長
の
再

任
な
ど
二
十
五
名
の
新
役
員
を

選
出
。
全
員
の
拍
手
で
新
役
員

が
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
小
泉
理
事
が
退
任
さ

れ
、
北
村
会
長
か
ら
記
念
品
を

贈
呈
し
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

最
後
に
伊
藤
副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

長
与
・
時
津

初
の
合
同
旅
行

世
界
遺
産
「
宗
像
大
社
」
を
巡
る

六
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日

に
、
長
与
・
時
津
分
会
で
初
の

合
同
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

世
界
遺
産
「
宗
像
大
社
」
な
ど

を
巡
る
一
泊
二
日
の
旅
行
に
、

長
与
分
会
十
三
名
、
時
津
十
二

名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

目
的
地
へ
向
か
う
バ
ス
の
中
、

乾
杯
の
掛
け

声
で
楽
し
い

宴
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

外
は
生
憎
の

雨
で
し
た
が
、

お
酒
が
進
む

と
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

雨
も
上
が

り
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ア
リ
ー

ナ
」
で
昼
食

の
後
、
街
道

の
駅
「
赤
馬

館
勝
屋
酒

造
」
で
皆
さ
ん
試
飲
を
楽
し
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
お
酒
を
購
入

さ
れ
ま
し
た
。

宗
像
大
社
で
は
記
念
に
集
合

写
真
を
撮
影
し
、
ガ
イ
ド
さ
ん

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
。

予
定
よ
り
早
く
宿
へ
到
着
し
、

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
汗
を
流
し
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
そ
し
て
夜
の
宴

会
が
ス
タ
ー
ト
。
お
酒
も
進
み
、

皆
さ
ん
自
慢
の
歌
で
の
ど
自
慢
。

拍
子
が
続
く
中
、
終
宴
。

二
日
目
も
早
々
の
乾
杯
で
始

ま
り
糸
島
「
伊
都
菜
彩
」
で
は

お
土
産
を
購
入
。昼
食
に
は「
唐

津
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
」
で
イ

カ
の
活
造
り
を
堪
能
。「
唐
津

く
ん
ち
曳
山
展
示
場
」
を
見
学

後
、
帰
路
へ
。
バ
ス
の
中
は
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

梅
雨
晴
れ
の
中
、
無
事
に
終

わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
脇
川

雅
隆
）

猛
暑
に
負
け
な
い

あ
つ
い
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
奉
仕
活
動

七
月
二
十
九
日
㈰
日
見
分
会

で
は
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
芒
塚
公
民
館
を
お

借
り
し
て
、
分
会
と
支
部
か
ら

の
応
援
を
合
わ
せ
て
十
七
名
の

参
加
で
「
包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板

削
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
開
催
案

内
は
、
例
年
チ
ラ
シ
を
手
配
り

で
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
た
の

を
、
今
回
か
ら
地
元
自
治
会
の

回
覧
板
へ
差
込
み
を
お
願
い
し
、

六
月
と
七
月
の
二
回
連
続
の
掲

載
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は「
迷
走
台
風
十
二
号
」

の
進
路
が
長
崎
に
向
か
う
な
ど
、

開
催
中
止
も
一
時
考
え
ま
し
た

が
、
さ
し
て
影
響
も
な
く
、
真

夏
の
太
陽
が
燦
々
と
降
り
注
ぐ

中
で
奉
仕
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

来
場
者
も
ぼ
ち
ぼ
ち
と
順
調

に
見
え
ら
れ
、
包
丁
四
〇
本
、

ナ
タ
や
剪
定
ハ
サ
ミ
の
依
頼
も

あ
り
、
ま
な
板
削
り
は
手
カ
ン

ナ
で
仕
上
げ
る
な
ど
、
汗
を
か

き
な
が
ら
心
を
込
め
て
作
業
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

毎
年
、
暑
い
中
で
の
活
動
で

す
が
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
は
建
設
長
崎
を
宣
伝
す
る

た
め
に
大
切
な
取
り
組
み
で
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

主催／長崎県建設産業労働組合
共催／長崎県建設事業国民健康保険組合

（一社）長崎県中小建設業協会

増改築相談員（新規・更新）研修会開催のご案内

平成30年度・組合員家族慰安

建建設設長長崎崎大大運運動動会会
開催のお知らせ

平成30年
10月21日（日）
午前10時開会

琴海中部
運動公園
（長崎市長浦町）
※雨天の場合は
11月4日㈰に延期

と き

ところ

「
西
日
本
豪
雨
」
被
害
支
援
カ
ン
パ
の
お
願
い

七
月
に
発
生
し
た
記
録
的
な
大
雨
の
影
響
に
よ
り
河
川
の
氾

濫
、
土
砂
災
害
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
。
自
宅
の
倒
壊
、
流

失
、
浸
水
被
害
等
多
く
の
方
が
被
災
を
さ
れ
、
全
建
総
連
傘
下

の
組
合
員
に
も
多
く
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

建
設
長
崎
で
は
被
災
さ
れ
た
仲
間
の
支
援
の
た
め
、
今
後
は

各
支
部
窓
口
等
に
お
い
て
組
合
員
の
皆
様
に
よ
る
任
意
の
カ
ン

パ
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

日日見見分分会会住住宅宅デデーー中央支部西
彼
支
部

長
与
・
時
津
合
同
旅
行

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

西
村

忠
光

大
町

誠

樋
口

正
人

石
橋

廣
喜

田
森

勝

林

次
夫

本
多

常
秋

内
野

幸
雄

坂
口

忠
義

山
下

廣
造

太
田

俊
一

馬
場

秀
行

馬
場
ヒ
ロ
子

樋
口
須
磨
子

内
野

計
子

石
橋

秋
代

大
町
き
み
子

石
田
書
記
長

舩
津
委
員
長

世界遺産「宗像大社」にて

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第638号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）8月15日発行


